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則

　

大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
八
号

　
　
　
大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
旅
館
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
七
条
中
「
第
四
条
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
四
条
第
二
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
九
号

　
　
　
公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
四

　

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
六
条
中
「
第
五
条
第
一
項
第
十
六
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
十
八
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
二
十
号

　
　
　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
大
分
県
規
則
第
五
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四 　

浄
化
槽
管
理
士
が
条
例
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
条
例

第
二
条
第
三
項
の
更
新
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

　

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
浄
化
槽
管
理
士
に
対
す
る
研
修
）

第 
六
条
の
二　

条
例
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
研
修
は
、
知
事
が
指
定
す
る
者
が
実
施
す

る
も
の
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

　

第
七
条
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
九
条
第
六
項
」
を
「
第
九
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
の
（
表
）
の
添
付
書
類
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
７

 　

浄
化
槽
管
理
士
が
条
例
第
９
条
第
３
項
に
規
定
す
る
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（た
だ

し
､
更
新
の
登
録
申
請
を
行
う
場
合
に
限
る

｡

）

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
日

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）



令
和
二
年
三
月
三
十
日

二

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
二
十
一
号

　
　
　
大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
中
「
請
書
」
の
下
に
「
（
以
下
「
請
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え

る
。

２ 　

請
書
に
連
署
す
る
連
帯
保
証
人
（
以
下
「
連
帯
保
証
人
」
と
い
う
。
）
の
極
度
額
（
民
法
（
明
治
二
十

九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
百
六
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
極
度
額
を
い
う
。
）
は
、
入
居
決

定
し
た
時
に
お
け
る
家
賃
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
な
連
帯
保
証
人
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
時
の
家
賃
）
の
十
二
箇
月
分
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

３ 　

請
書
に
は
入
居
者
に
事
故
等
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
連
絡
先
で
あ
る
個
人
（
以
下
「
緊
急
連
絡

先
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
連
帯
保
証
人
は
緊
急
連
絡

先
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

４ 　

知
事
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
者
に
対
し
て
は
、
請
書
に
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て
の
記
載
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
七
条
の
見
出
し
中
「
連
帯
保
証
人
」
を
「
連
帯
保
証
人
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

　

 　

条
例
第
八
条
第
二
項
（
条
例
第
六
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
り
入
居
の
決
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
入
居
決
定
者
」
と
い
う
。
）
は
、
請
書
を
提
出
し
た
後
、
連
帯

保
証
人
、
条
例
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
保
証
業
者
（
以
下
「
保
証
業
者
」
と
い
う
。
）

又
は
緊
急
連
絡
先
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
連
帯
保
証
人
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
発
生
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
新
た
に
連
帯
保
証
人
等
と
な
る

者
を
定
め
、
連
帯
保
証
人
等
変
更
届
（
第
五
号
様
式
）
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
第
一
号
又
は
第
二
号
の
事
由
に
よ
り
新
た
に
連
帯
保
証
人
を
定
め
る
と
き
（
同
一
人
が
再
度
連
帯

保
証
人
と
な
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
新
た
な
連
帯
保
証
人
の
連
署
す
る
請
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

　

一 　

連
帯
保
証
人
が
死
亡
し
、
県
外
に
転
出
し
、
若
し
く
は
辞
任
の
申
出
を
し
た
と
き
又
は
連
帯
保
証
人

に
よ
る
弁
済
額
が
極
度
額
に
達
し
た
と
き
。

　

二 　

条
例
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
契
約
（
以
下
「
保
証
委
託
契
約
」
と
い
う
。
）
が
終

了
し
た
と
き
。

　

三 　

緊
急
連
絡
先
が
死
亡
し
、
又
は
辞
任
の
申
出
を
し
た
と
き
。

　

四 　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
が
住
所
」
を
「
又
は
緊
急
連
絡
先
が
住
所
又
は
電
話
番
号
」
に
、
「
連
帯
保
証
人
住

所
変
更
届
」
を
「
連
帯
保
証
人
又
は
緊
急
連
絡
先
住
所
等
変
更
届
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
の
見
出
し
中
「
連
帯
保
証
人
」
を
「
連
帯
保
証
人
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ

る
」
を
削
り
、
「
連
署
」
の
下
に
「
若
し
く
は
保
証
業
者
に
つ
い
て
の
記
載
又
は
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て
の

記
載
」
を
加
え
、
「
連
帯
保
証
人
免
除
申
請
書
」
を
「
連
帯
保
証
人
等
免
除
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
連
帯
保
証
人
免
除
承
認
書
」
を
「
連
帯
保
証
人
等
免
除
承
認
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
承

認
」
の
下
に
「
（
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て
の
記
載
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
九
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
未

納
の
家
賃
」
を
「
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
」
に
改
め
、

「
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
未
納
の
家
賃
若
し
く
は
減
額
後
の
家
賃
又
は
損
害
賠
償
金
）
」
を

削
る
。

　

第
二
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令
和
二
年
三
月
三
十
日

三

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

第
２
号
様
式
(第
３
条
関
係
)
 

 
 

 
 

 

県
営
住
宅
等
入
居
決
定
書
 

 

指
令
 
第
 
 
 
 
号
 

入
居
を
決
定
す
る
住
宅
 

 
 

入
居

可
能

日
 

 
 

家
賃

月
額
 

 
 

敷
金
 

 
 

入
居

者
氏

名
 

 
 

入
居
世
帯
員
数
 

 
 

注
 
意
 
事
 
項
 

 
1
 
住
宅
（
県
営
住
宅
又
は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
家
賃
は
、
入
居
可
能
日
か
ら
起
算
し
て

徴
収
す
る
。
 

 
2
 
敷
金
は
、
退
去
の
と
き
無
利
子
で
還
付
す
る
が
、
家
賃
等
の
滞
納
金
が
あ
る
と
き
、
又
は
住
宅
の
善
良
な
る
管

理
を
怠
り
、
県
に
損
害
を
与
え
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
敷
金
か
ら
差
し
引
く
も
の
と
す
る
。
 

 
3
 
火
気
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
。
 

 
4
 
住
宅
を
破
損
し
た
と
き
は
速
や
か
に
届
け
出
る
こ
と
。
な
お
、
ガ
ラ
ス
、
畳
等
の
修
理
は
入
居
者
の
負
担
と
な

る
こ
と
。
 

5
 
住
宅
を
退
去
す
る
と
き
は
、
原
状
回
復
義
務
と
し
て
畳
の
表
替
え
及
び
ふ
す
ま
の
張
替
え
を
行
う
と
と
も
に
、

承
認
を
受
け
た
模
様
替
及
び
増
築
箇
所
を
元
に
戻
し
、
退
去
の
日
の
７
日
前
ま
で
に
明
渡
届
を
提
出
し
て
係
員
の

点
検
を
受
け
る
こ
と
。
 

 
6
 
次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
住
宅
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

 
 
(
1
)
 
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
入
居
し
た
と
き
。
 

 
 
(
2
)
 
家
賃
を
３
箇
月
以
上
滞
納
し
た
と
き
。
 

 
 
(
3
)
 
住
宅
及
び
そ
の
附
帯
施
設
又
は
共
同
施
設
を
故
意
に
損
傷
し
た
と
き
。
 

 
 
(
4
)
 
正
当
な
事
由
に
よ
ら
な
い
で
引
き
続
き
1
5日
以
上
住
宅
を
使
用
し
な
い
と
き
。
 

 
 
(
5
)
 
入
居
者
（
同
居
者
を
含
む
。）
が
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。
 

 
 
(
6
)
 
入
居
の
際
に
同
居
し
た
親
族
以
外
の
者
を
、
知
事
の
承
認
を
得
ず
に
同
居
さ
せ
た
と
き
。
 

 
 
(
7
)
 
保
管
義
務
に
違
反
し
た
と
き
。
 

(
8
)
 
周
辺
の
環
境
を
乱
し
、
又
は
他
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
た
と
き
。
 

(
9
)
 
住
宅
を
他
の
者
に
貸
し
、
又
は
そ
の
入
居
の
権
利
を
他
の
者
に
譲
渡
し
た
と
き
。
 

(
1
0
)
 知
事
の
承
認
を
得
ず
に
、
住
宅
を
住
宅
以
外
の
用
途
に
使
用
し
た
と
き
又
は
模
様
替
し
、
若
し
く
は
増
築

し
た
と
き
。
 

 
 
(
1
1
)
 知
事
が
住
宅
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

 
7
 
こ
の
決
定
書
は
、
退
去
す
る
ま
で
保
管
す
る
こ
と
。
 

  
上
記
の
と
お
り
入
居
を
決
定
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

大
分
県
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

第
２
号
様
式
の
２
(第
３
条
関
係
)
 

 

 
 

多
子
世
帯
向
け
住
宅
入
居
決
定
書
 

指
令
 
第
 
 
 
 
 
号
 

入
居
を
決
定
す
る
住
宅
 
 
 

入
居

可
能

日
 
 
 

家
賃

月
額
 
 
 

敷
金
 
 
 

入
居

者
氏

名
 
 
 

入
居
世
帯
員
数
 
 
 

注
 
意
 
事
 
項
 

 
1
 
多
子
世
帯
向
け
住
宅
（
以
下
「
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
家
賃
は
、
入
居
可
能
日
か
ら
起
算
し
て
徴
収
す
る
。
 

 
2
 
敷
金
は
、
退
去
の
と
き
無
利
子
で
還
付
す
る
が
、
家
賃
等
の
滞
納
金
が
あ
る
と
き
、
又
は
住
宅
の
善
良
な
る
管

理
を
怠
り
、
県
に
損
害
を
与
え
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
敷
金
か
ら
差
し
引
く
も
の
と
す
る
。
 

 
3
 
火
気
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
。
 

 
4
 
住
宅
を
破
損
し
た
と
き
は
速
や
か
に
届
け
出
る
こ
と
。
な
お
、
ガ
ラ
ス
、
畳
等
の
修
理
は
入
居
者
の
負
担
と
な

る
こ
と
。
 

5
 
住
宅
を
退
去
す
る
と
き
は
、
原
状
回
復
義
務
と
し
て
畳
の
表
替
え
及
び
ふ
す
ま
の
張
替
え
を
行
う
と
と
も
に
、

承
認
を
受
け
た
模
様
替
及
び
増
築
箇
所
を
元
に
戻
し
、
退
去
の
日
の
７
日
前
ま
で
に
明
渡
届
を
提
出
し
て
係
員
の

点
検
を
受
け
る
こ
と
。
 

 
6
 
次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
住
宅
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

 
 
(
1
)
 
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
入
居
し
た
と
き
。
 

 
 
(
2
)
 
家
賃
を
３
箇
月
以
上
滞
納
し
た
と
き
。
 

 
 
(
3
)
 
住
宅
及
び
そ
の
附
帯
施
設
又
は
共
同
施
設
を
故
意
に
損
傷
し
た
と
き
。
 

 
 
(
4
)
 
正
当
な
事
由
に
よ
ら
な
い
で
引
き
続
き
1
5日
以
上
住
宅
を
使
用
し
な
い
と
き
。
 

 
 
(
5
)
 
入
居
者
（
同
居
者
を
含
む
。
）
が
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。
 

 
 
(
6
)
 
入
居
の
際
に
同
居
し
た
親
族
以
外
の
者
を
、
知
事
の
承
認
を
得
ず
に
同
居
さ
せ
た
と
き
。
 

 
 
(
7
)
 
保
管
義
務
に
違
反
し
た
と
き
。
 

(
8
)
 
周
辺
の
環
境
を
乱
し
、
又
は
他
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
た
と
き
。
 

(
9
)
 
住
宅
を
他
の
者
に
貸
し
、
又
は
そ
の
入
居
の
権
利
を
他
の
者
に
譲
渡
し
た
と
き
。
 

(
1
0
)
 知
事
の
承
認
を
得
ず
に
、
住
宅
を
住
宅
以
外
の
用
途
に
使
用
し
た
と
き
又
は
模
様
替
し
、
若
し
く
は
増

築
し
た
と
き
。
 

 
 
(
1
1
)
 知
事
が
住
宅
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

 
7
 
こ
の
決
定
書
は
、
退
去
す
る
ま
で
保
管
す
る
こ
と
。
 

 

 
上
記
の
と
お
り
入
居
を
決
定
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
こ
の
住
宅
に
は
入
居
で
き
る
期
間
（
以
下
「
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
間
満

了
日
ま
で
に
住
宅
を
明
け
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

有
効
期
間
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で
 

  
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

大
分
県
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 
 

印

印



令
和
二
年
三
月
三
十
日

四

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

　

第
三
号
様
式
中
「平

成　
　
年　
　
月　
　
日

」
を
「

　
　
　
　
年　
　
月　
　
日

」
に
改
め
る
。

　

第
四
号
様
式
の

（表）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
４
号
様
式
(第
６
条
関
係
)
 

(表
)
 

 
 

請
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
大
分
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

 
入
居
者
は
、
大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
大
分
県
県
営
住
宅
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
及
び
入
居
決
定
書
の
記
載
事
項
を
同
居
者
と
と
も
に
遵
守
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
指
示
に
従
い
ま
す
。
 

ま
た
、
家
賃
を
３
箇
月
以
上
滞
納
し
た
と
き
や
、
連
帯
保
証
人
又
は
保
証
委
託
契
約
に
関
す
る
必
要
な
手
続
を
怠
っ
た
と
き
は
、

住
宅
の
明
渡
し
を
請
求
さ
れ
て
も
異
議
あ
り
ま
せ
ん
。
 

連
帯
保
証
人
は
、
入
居
者
と
連
帯
し
て
家
賃
そ
の
他
の
債
務
を
負
担
し
ま
す
。
 

 

 

 
 

家
賃

 

(入
居
当
初
)
 

月
額
 
 
 
 
 
 
 
円
 
敷

金
 

円
 

 

住居の表示 

所
在

地
 

郡
 
 
 
 
 
町
 

市
 
 
 
 
 
村
 
大
字
 
 
 
 
 
 
番
地
 

住
宅

名
 

県
営
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住
宅
 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
 
号
 

入居者 

現
住

所
 

 
 

勤
務

先
 

電
話
 
 
 
(
 
 
)
 
 
 

 

氏
 
 
 
 
 
 
名
 

 
 

印
 

年
 
 
月
 
 
日
生
 

連帯保証人 

現
住

所
 

電
話
 
 
(
 
 
)
 
 
 
 
 
入
居
者
と
の

関
係
 

 
 

 

氏
名

 

 
 

生
 年

 月
 日

 
年
 
 
月
 
 
日
 

印
 

職
業
又
は
勤
務
先
 

電
話
 
 
(
 
 
)
 
 
 
 
 

極
度

額
 

円
 
 
 

保証業者 

所
在

地
 

 

名
 

 
 

 
称

 
 

緊急連絡先 

現
住

所
 

 
電
話
 
 
(
 
 
)
 
 
 
 
 
入
居
者
と
の

関
係
 

 
 

 

氏
名

 

 
 

 生
年
月
日
 

年
 
 
月
 
 
日
 

  

職
業
又
は
勤
務
先
 

電
話
 
 
(
 
 
)
 
 
 
 
 

 

備
考
 

1
 
入
居
し
て
い
る
間
は
、
必
ず
連
帯
保
証
人
を
定
め
、
又
は
保
証
委
託
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。
 

2
 
連
帯
保
証
人
の
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
欄
に
連
帯
保
証
人
本
人
が
必
要
事
項
を
自
署
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
連
帯
保
証
人
は
、
入
居
者
の
債
務
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
、
知
事
に
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
連
帯
保
証
人
は
、
県
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
者
で
、
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

・
連
帯
保
証
人
は
、
市
町
村
長
の
発
行
す
る
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書
（
発
行
後
３
箇
月
以
内
の
も
の
）
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

・
連
帯
保
証
人
は
、
実
印
を
押
印
し
、
印
鑑
証
明
書
（
発
行
後
３
箇
月
以
内
の
も
の
）
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

・
極
度
額
は
入
居
決
定
し
た
時
に
お
け
る
1
2箇
月
分
の
家
賃
（
新
た
な
連
帯
保
証
人
を
定
め
る
場
合
は
変
更
届
提
出
時
の
家
賃
）
 

 
3
 
保
証
委
託
契
約
に
よ
る
場
合
は
、
保
証
業
者
欄
に
所
在
地
及
び
名
称
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

4
 
緊
急
連
絡
先
欄
に
必
要
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
（
連
帯
保
証
人
が
緊
急
連
絡
先
を
兼
ね
る
場
合
を
除
く
。
）
。
 

5
 
裏
面
の
入
居
者
及
び
同
居
者
の
欄
も
記
載
す
る
こ
と
。
 

フ
リ

ガ
ナ
 

フ
リ

ガ
ナ
 

フ
リ

ガ
ナ
 

印

印



令
和
二
年
三
月
三
十
日

五

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

第
五
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
５
号
様
式
(第
７
条
関
係
)
 

 

連
帯
保
証
人
等
変
更
届
 

  

年
 
 
月
 
 
日
 

   
 
大
分
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

  

県
営
 
 
 
 
 
 
住
宅
 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
 

号
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 連
帯
保
証
人
 

 
 
 
 
 
 
 
 保
証
業
者
 
を
変
更
し
た
い
の
で
、
下
記
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 緊
急
連
絡
先
 

 

記
 

 

変更後 

 

氏
名
 

（
保
証
業
者
に
あ

っ
て
は
名
称
）
 
 

 
 

生
年
月
日
 

（
保
証
業
者
に
あ
っ

て
は
記
入
不
要
）
 

年
 
 
月
 
 
日
 

住
所
 

（
保
証
業
者
に
あ

っ
て
は
所
在
地
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
 
 
 
 
(
 
 
)
 
 

 

変更前 
氏
 
 
 
名

（
保
証
業
者
に
あ

っ
て
は
名
称
）
 

 
 

住
所
 

（
保
証
業
者
に
あ

っ
て
は
所
在
地
）
 

 
 

変
更
の
理
由
 

 
 

添
付
書
類
 

連
帯
保
証
人
を
変
更
す
る
と
き
又
は
保
証
業
者
に
よ
る
保
証
か
ら
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
に
変
更
す
る
と
き
は
、

変
更
後
の
連
帯
保
証
人
の
連
署
す
る
請
書
 

フ
リ
ガ
ナ
 



令
和
二
年
三
月
三
十
日

六

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

第
７
号
様
式
(
第
８
条
関
係
)
 

 

連
帯
保
証
人
等
免
除
申
請
書
 

  

年
 
 
月
 
 
日
 

   
 
大
分
県
知
事
 
 

 
 
殿
 

  

県
営
 
 

 
 
 
 
住
宅
 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

 
号
 

氏
名
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

   
 
次
の
理
由
に
よ
り
請
書
に
お
け
る
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
の
免
除
を
申
請
し
ま
す
。
 

  
理
 
由
 

  

連
帯
保
証
人
の
連
署

 
保
証
業
者
に
つ
い
て
の
記
載
 

緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て
の
記
載

 
 

第
６
号
様
式
(
第
７
条
関
係
)
 

 

連
帯
保
証
人
又
は
緊
急
連
絡
先
住
所
等
変
更
届

 

  

年
 

 
月
 
 
日
 

   
 
大
分
県
知
事
 
 

 
 
殿
 

  

県
営
 

 
 

 
 
 
住
宅
 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
 
号
 

氏
名
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

  

が
 
 

 
 
 

 
を
変
更
し
た
の
で
、
下
記
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。
 

  

記
 

  

氏
 

 
 

 
 
名

 
 

 

変更後
 

住
 
 
所
 

 
 

    
電
話
番
号

 
  
 

 
(
 
 
 

 
)
 

変更前
 

住
 
 
所
 

 

 

電
話
番
号

 
 

(
 
 

 
 
)
 

  
添
付
書
類
 

 
 
連
帯
保
証
人
が
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
変
更
後
の
住
民
票
の
写
し

 

緊
急
連
絡
先
 

連
帯
保
証
人
 

電
話
番
号

 

住
 

 
所

 



七

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

　

第
八
号
様
式
中
「連

帯
保
証
人
免
除
承
認
書

」
を
「連

帯
保
証
人
等
免
除
承
認
書

」
に
、
「あ

っ
た
連
帯

　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
帯
保
証
人
の
連
署

保
証
人

」
を　

あ
っ
た
請
書
に
お
け
る
保
証
業
者
に
つ
い
て
の
記
載

　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て
の
記
載

　

」

　

第
十
一
号
様
式
の
一
及
び
第
十
一
号
様
式
の
二
中
「退

居
さ
せ
る

」
を
「退

去
さ
せ
る

」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
号
様
式
中

「

（フ
リ
ガ
ナ

）
氏　
　
名

性
別
続
柄

を
「

（フ
リ
ガ
ナ

）

氏　
　
名

続
柄

に
改
め
る
。

」

」

　

第
二
十
九
号
様
式
中
「退

居
し

」
を
「退

去
し

」
に
、
「未

納
の
家
賃
又
は
減
額
後
家
賃

」
を
「賃

貸
借

に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
の
額

」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
号
様
式
中
「退

居
す
る

」
を
「退

去
す
る

」
に
、
「未

納
の
家
賃
又
は
減
額
後
家
賃

」
を
「賃

貸

借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
の
額

」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
五
号
様
式
中
「退

居
す
る

」
を
「退

去
す
る

」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
九
号
様
式
中
「未

納
の
家
賃
又
は
減
額
後
家
賃
の
額

」
を
「賃

貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の

給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
の
額

」
に
、
「県

営
住
宅
等
退
居
時
検
査
調
書

」
を
「県

営
住
宅
等
退

去
時
検
査
調
書

」
に
改
め
る
。

「

「

生
年
月
日
性
別

勤
務
先

生
年
月
日

勤
務
先

　

第
四
十
号
様
式
中

を

に
改
め
る
。

」

」

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
日


